
【夢プロカードの活用】 
・夢を書いて，かなえるための方法を 

考えカードに書く。 

・かなったら，頑張ったことを記入し

シールを担任に貼ってもらう。 

・朝のクラスタイムの時間を活用す

る。 ・1 年間の活動の振り返りを記入し，キャ

リアパスポートにとじておく。 

清央小 夢いっぱいプロジェクト 
 

【お昼の放送】 
・夢の発表，かなった夢を紹介する。 

・委員会、クラブ活動の様子を紹介す

る。 

②夢のとらえ方 

本校では，学級や学校での生活を通して以下の力を身に付けるようにします。 

 個人の夢 学級の夢 学校の夢（児童会） 
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１０月 

１１月 

１２月 

１月 

２月 

３月 

 

運     動     会 

あ い さ つ 運 動 

夢 プ ロ 報 告 会 （各教室：校長先生・学級の児童同士） 

④年間スケジュール 

夢 プ ロ 報 告 会 （体育館：教職員・様々な学年の児童） 

・１学期のめあて 

 

・学級目標づくり 

 

 

・水泳検定 

 

・２学期のめあて 

 

 

 

・ドリームタイム（縦割り班活動） 

・代表委員会（年 4 回予定） 

 

 

 

 

・各委員会での夢募集 

 

 

 

・委員会紹介 

 

 

 

・清央祭 

 

 

 

・ドッジボール大会 

 

・長縄大会 

 
・なわとび検定 

 

・学級自慢集会 

  

 

 

 

・他学年と遊ぼう週間 

 

・手のひらあいさつ運動週間 

 

・新年の抱負づくり 

 

 

 夢いっぱいプロジェクト ツール 

【報告会の実施】 
・個人の努力を児童同士で認め合う場 

・先生たちに褒めてもらえる場 

第１回：体育館で，他学年の児童と一緒に様々な先生に認め

てもらう。 

第２回：教室で，校長先生や学級担任，学級の児童に認めて

もらう。 

【夢プロコーナーでの掲示】 
・報告会の様子の写真を掲示する。 

・発表会などのお知らせを発信する。 

報告会・カード・掲示・放送などを活用して，
夢を応援します！！ 

【夢プロ通信の発行】 
・清央小での，取組の様子を 

お知らせする。 

・児童の頑張りを発信する。 

③夢のつながり 
個人・学級・学校の夢を一体的に捉えて，そ

れぞれの夢を育んでいけるようにします。 

個人の夢

学校の夢学級の夢

家族・地域 

①夢いっぱいプロジェクトの目標 

「夢いっぱい 友だちいっぱい 清央小」のテーマの実現のために，児童が夢をもち， 

楽しく学び，居がいを感じられる学校を目指す。 

【課題を見つける力】 

・今の自分に必要なことに気

付くことができる。 

・なりたい姿をイメージでき

る。 

【自分で決める力】 

・なりたい自分になるため

には，どうしたらいいか

考えることができる。 

・夢をかなえるための方法

も探ったり，努力するこ

とを見つけたりすること

ができる。 

夢をかなえる

ために

夢がかなった

夢をもつ

【自分の大切さを感じる力】 

・やりとげたという充実感を感じることができる。 

・できた！という思いを感じることができる。 

（5 月～3 月まで） 

・ドリーム班活動  

・進級 

 
・学級自慢集会 

 

ドリームスケジュール 

ドリーム 
トライアングル 

ドリーム 
サークル 
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